
１　
人
事
院
の
研
修

人
事
院
で
は
、
各
府
省
の
職
員
に
向
け
て
、
役

職
段
階
別
研
修
、
テ
ー
マ
別
研
修
、
指
導
者
養
成

研
修
及
び
派
遣
研
修
と
い
う
四
つ
の
類
型
で
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
令
和
六
年
度
に

実
施
す
る
研
修
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
内
容
や
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

　「全体の奉仕者」たる公務員として、高い倫理観・使命感と国民の視点に立つために必要な資質・能力を
有し、社会環境の激変に伴って一層複雑・多様化する行政課題に向き合い必要な行政を提供できる職員
を育成するため、人事院では、毎年度、実施計画を定めて各府省職員に対して研修を実施しています。　
令和６年度の研修についても、実施計画を定めたところ、その概要をご紹介します。

　 人材局研修推進課

令和６年度の人事院研修実施計画の概要

ま
す
。（
人
事
院
が
実
施
す
る
研
修
つ
い
て
は
、

図
の
と
お
り
で
す
。）

２　
役
職
段
階
別
研
修
の
取
組

⑴ 

行
政
研
修

国
家
公
務
員
は
、
各
府
省
の
職
員
と
し
て
業
務

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
と
と
も

人事行政報告

人事院が実施する研修

1. 行政研修

3. 地方機関職員研修

合
同
初
任
研
修

初
任
行
政
研
修

係
員
級

特
別
課
程

中
堅
係
員

研
修

新
採
用
職
員

研
修

係
長
研
修

管
理
監
督
者

研
修

幹
部
行
政
官

セ
ミ
ナ
ー

（
官
区
機
関
局
部
長
級
）

係
長
級

特
別
課
程

課
長
補
佐
級

特
別
課
程

課
長
補
佐
級

課
長
補
佐
級

（
女
性
管
理
職
育
成
コ
ー
ス
）

課
長
補
佐
級

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
）

初
任
行
政
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修

課
　
長
　
級

課
　
長
　
級

（
課
長
力
向
上
コ
ー
ス
）

幹
部
行
政
官

セ
ミ
ナ
ー

（
ア
ス
ペ
ン
メ
ソ
ッ
ド
）※

※

古
典
を
題
材
と
す
る

思
素
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

行政フォーラム
Ⅱ・Ⅲ種・一般職

登用研修

Ⅰ
　
　
　
役
　
職
　
段
　
階
　
別
　
研
　
修

Ⅱ
　
派
遣
研
修

Ⅲ
　
テ
ー
マ
別
研
修

Ⅳ
指
導
者

養
成

研
修

2. 昇任時相談
窓口等体験研修

行政官長期在外研究員制度

行 政官短期在外研究員制度

行 政 官 国 内 研 究 員 制 度

キャリア形成支援

キャリア支援研修 20

キャリア開発セミナー 30

女性職員のためのキャリア支援研修

共働き・共育て時代の
両立・キャリア支援セミナー【新設】

各府省内キャリアコンサルタント
養成研修【新設】

管理職員向け

幹部に対する役割認識の徹底のための研修

パーソネル・マネジメント・セミナー

多様な人材の活躍のための
オンラインセミナー

課長補佐級・係長級職員のための
マネジメントスキル基礎研修【新設】

実 務 経 験 採 用 者 研 修

メ ン タ ー 養 成 研 修

研修担当官能力向上研修 JKET（公務員倫理研修） JST 基本コース
（仕事と人のマネジメント研修）

図

係員級 係長級 課長補佐級 課長級 審議官・局長級
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に
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
使
命
感
や
高

い
倫
理
観
、
広
い
視
野
・
識
見
な
ど
を
身
に
つ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
要
請
の
実
現
の
た
め
に
、
人
事
院
で
は
、

同
じ
役
職
段
階
に
属
す
る
各
府
省
職
員
の
参
加
に

よ
る
研
修
を
実
施
し
、
相
互
啓
発
を
通
じ
て
、
各

府
省
の
枠
を
超
え
た
相
互
理
解
、
使
命
感
の
醸
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
公
務
員
研
修
所
に
お
い
て
は
、
各

府
省
の
行
政
運
営
の
中
核
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
職
員
等
を
対
象
に
し
た
「
行
政
研
修
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
行
政
研
修
は
、
役
職
段
階
（
係

員
級
～
幹
部
級
）
に
応
じ
た
各
種
の
コ
ー
ス
か
ら

構
成
さ
れ
（
コ
ー
ス
の
種
類
は
図
を
参
照
）、
公

務
員
研
修
所
で
は
年
間
を
通
じ
て
、
毎
年
合
計
約

三
、
〇
〇
〇
人
の
職
員
に
対
し
て
こ
の
行
政
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
な
ど
に
つ
い
て
は
『
行
政
研
修
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

（https://w
w
w
.jinji.go.jp/kensyusyo.

htm
l)

で
詳
細
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
関
心
が
あ
れ
ば
、そ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

令
和
六
年
度
の
計
画
に
お
い
て
は
、

・　

�

初
任
行
政
研
修
に
つ
い
て
、
合
宿
研
修
・
地

方
自
治
体
実
地
体
験
の
期
間
を
今
年
度
よ
り

更
に
延
長
す
る
。

・　

�

初
任
行
政
研
修
に
お
い
て
、
過
去
の
行
政
事

例
を
題
材
に
公
共
政
策
の
在
り
方
を
多
角
的

に
研
究
・
考
察
す
る
「
行
政
政
策
事
例
研

究
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
」
を
新
設
す
る
こ
と
も
含
め
て
時
代
の
要

請
に
応
じ
た
内
容
・
実
施
方
式
に
つ
い
て
随

時
見
直
し
て
い
く
。

な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑵ 

そ
の
他
の
役
職
段
階
別
研
修

　

人
事
院
で
は
、
行
政
研
修
以
外
に
も
、
役

職
段
階
に
応
じ
た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①　
昇
任
時
相
談
窓
口
等
体
験
研
修

　
　
本
府
省
審
議
官
級
に
新
た
に
昇
任
し
た
職
員

を
対
象
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て

直
接
国
民
の
方
々
と
接
す
る
窓
口
業
務
を
体
験

し
、
消
費
者
・
生
活
者
を
主
役
と
す
る
行
政
を

担
う
国
家
公
務
員
の
意
識
を
醸
成
す
る
研
修

を
、
消
費
者
庁
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

②　
地
方
機
関
職
員
研
修

　
　
各
府
省
の
地
方
機
関
に
勤
務
す
る
職
員
を
対

象
に
、
各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
規

採
用
職
員
か
ら
管
区
機
関
の
長
ま
で
の
各
役
職

段
階
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・
識
見
等
を
向
上
さ

せ
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
意
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
も
実
施
し

ま
す
。

３　
テ
ー
マ
別
研
修
等
の
取
組

人
事
院
で
は
、
役
職
段
階
に
応
じ
た
研
修
の
ほ

か
に
も
、
国
家
公
務
員
が
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ

た
行
政
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

テ
ー
マ
ご
と
に
知
識
付
与
・
能
力
向
上
を
行
う
た

め
の
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
実
施

し
て
い
る
研
修
の
う
ち
主
な
取
組
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

⑴ 

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
取
組

①　
キ
ャ
リ
ア
支
援
研
修
の
実
施

　
　
二
〇
代
、
三
〇
代
の
職
員
を
対
象
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
職
業
生
活
を
振
り
返
り
、
今
後
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
通

じ
、
仕
事
や
能
力
開
発
へ
の
意
欲
向
上
を
図
る

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
研
修
二
〇
」「
キ
ャ
リ
ア
開

発
セ
ミ
ナ
ー
三
〇
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
研
修
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
本
府
省
を
対

象
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
五
年
度
か

ら
は
、
順
次
、
地
方
事
務
局
に
お
い
て
も
拡
大

し
て
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

②�　
各
府
省
内
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
養
成

研
修
の
新
設

　
　
各
府
省
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
進

め
る
た
め
に
は
、本
人
に
対
す
る
啓
発
以
上
に
、

組
織
側
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
体
系
的

に
進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
推

進
主
体
と
な
る
キ
ャ
リ
ア
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

な
る
人
材
を
各
府
省
に
配
置
す
べ
く
、
国
家
資

格
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
を
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各
府
省
の
職
員
が
取
得
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

研
修
を
令
和
六
年
度
よ
り
新
設
し
ま
す
。

③�　
女
性
職
員
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
研
修
、

両
立
支
援
の
キ
ャ
リ
ア
研
修
の
共
催

　
　
女
性
職
員
の
主
体
的
・
積
極
的
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
支
援
す
る
た
め
の
「
女
性
職
員
の
た
め

の
キ
ャ
リ
ア
支
援
研
修
」
や
、
共
働
き
・
共
育

て
時
代
に
お
い
て
、
男
女
問
わ
ず
仕
事
と
育
児

を
両
立
し
な
が
ら
の
キ
ャ
リ
ア
構
築
を
支
援
す

る
「
共
働
き
・
共
育
て
時
代
の
両
立
・
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
内
閣
人
事
局
と
の
共
催

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑵ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
の
た
め
の
取
組

①�　
課
長
補
佐
級
・
係
長
級
職
員
の
た
め
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
基
礎
研
修
の
新
設

　
　
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
管
理
職
に
向
け

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
に
加
え
て
、
現
場
の
実

務
や
チ
ー
ム
運
営
の
要
を
担
う
課
長
補
佐
・
係

長
に
対
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
基
礎
的

な
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の

研
修
を
新
設
し
ま
す
。

②�　
パ
ー
ソ
ネ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー

と
多
様
な
人
材
の
活
躍
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
全
国
配
信

　
　
複
雑
・
高
度
化
し
て
い
く
行
政
ニ
ー
ズ
や
、

職
場
を
め
ぐ
る
環
境
、
職
員
意
識
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
管
理
職
職
員
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
に
つ
い
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
の
知
識
付

与
を
行
う
「
パ
ー
ソ
ネ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

セ
ミ
ナ
ー
」
や
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
に
向
け
た
意
識
啓
発
を
図
る
「
多

様
な
人
材
の
活
躍
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
を
、
全
国
配
信
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

⑶ 

オ
ン
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
取
組

国
家
公
務
員
と
し
て
新
た
に
勤
務
す
る
こ
と
と

な
っ
た
民
間
企
業
か
ら
の
採
用
者
に
対
し
て
、

「
国
民
全
体
の
奉
仕
者
」
と
し
て
求
め
ら
れ
る
服

務
規
律
に
関
す
る
知
識
の
付
与
、
公
務
員
と
し
て

の
倫
理
観
の
徹
底
等
を
図
る
と
と
も
に
、
同
じ
立

場
の
研
修
員
相
互
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
支
援
し
、
公
務
員
生
活
の
開
始
を
支
援
す
る
た

め
の
「
実
務
経
験
採
用
者
研
修
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
民
間
企
業
か
ら
の
採
用
者

の
増
加
に
伴
い
、
令
和
六
年
度
か
ら
は
、
地
方
で

勤
務
す
る
職
員
に
対
し
て
も
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

４　
派
遣
研
修
の
取
組

人
事
院
で
は
、
複
雑
・
高
度
化
、
国
際
化
す
る

行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
各
府
省
の
行
政

官
を
国
内
外
の
大
学
院
等
に
派
遣
す
る
派
遣
研
修

の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
制
度
の
概
要
は

左
の
と
お
り
で
す
。

①　
行
政
官
長
期
在
外
研
究
員
制
度

　
　
各
府
省
の
職
員
を
諸
外
国
の
大
学
院
に
派
遣

し
、
原
則
と
し
て
二
年
間
を
限
度
に
研
究
に
従

事
さ
せ
ま
す
。（
博
士
号
取
得
の
た
め
期
間
を

延
長
す
る
場
合
は
延
長
可
能
）

②　
行
政
官
短
期
在
外
研
究
員
制
度

　
　
各
府
省
の
職
員
を
諸
外
国
の
政
府
機
関
や
国

際
機
関
に
派
遣
し
、
六
箇
月
間
又
は
一
年
間
、

調
査
研
究
に
従
事
さ
せ
ま
す
。

③　
行
政
官
国
内
研
究
員
制
度

ア　
修
士
課
程
コ
ー
ス

　
　
職
員
を
国
内
の
大
学
院
修
士
課
程
に
一
年
間

又
は
二
年
間
派
遣
し
、研
究
に
従
事
さ
せ
ま
す
。

イ　
博
士
課
程
コ
ー
ス

　
　
職
員
を
国
内
の
大
学
院
博
士
課
程
に
三
年
間

を
限
度
と
し
て
派
遣
し
、研
究
に
従
事
さ
せ
ま
す
。

５　
こ
れ
か
ら
の
人
材
育
成

人
事
院
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
よ

う
な
各
府
省
職
員
に
対
す
る
直
接
的
な
研
修
と
併

せ
て
、
各
府
省
が
人
材
育
成
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
取
組
や
、
職
員
が
自
律
的
・
主
体
的

か
つ
継
続
的
な
学
び
・
学
び
直
し
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
国
家
公
務
員
全

体
の
人
材
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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